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目本語教育実践研究(6)
一日本語の機能文型に基づくr文法教育」の実践一
佐久間 まゆみ
目本語教育実践研 究(6)は 、 日本語の機能文型に基づ く 「文法教育1に っいて、
実際の教育活動 を通 じて研究す るクラスです、主 に、中級後期か ら上級前期にかけて
の学習者が受講す る文法の授業(日 本語文法6Aク ラス)を 実習の場 として、学習者
の 「機能文型」 に基づ く日本語の コミュニケーシ ョン能力 を高め るために、どの よ う
な教育 を行 えば よいかにっいて 、実践的に考察 します、 と同時に、具体的 な教材作成
や 、教材研究 ・教案作成 ・教室活動の方法論にっいても検討 します。
2004年度春学期 は、受講生は5名 で、全員がr文 章 ・談話研究室」所属の大学院生
であったため、今春か ら金曜 目開講の技能科 目として設置 された 「日本語文法6A」
の教科書の 「機 能文型」1～42に 基づ く日本語の文法 を生か した コ ミュニケー シ ョ
ン能力を高めるために どうすれ ばよいのか とい う検討 を重ねつつ、実習 クラスで の授
業運営を進めてきま した。
く学習者が、あるr場 面1に おいて、 どの よ うにr機 能文型1を 用 いて、 日本語 のコ
ミュニケーシ ョン能力 を身につけてい くには、 どのよ うな授業をすれ ばよいのか>と
い うことを、受講生たちは、真剣に考 え、効果的 な実践をす るために、授業時問 外に
も、教材研究や授業の準備に多 くの時間 を割いて、努力 を積み重ねてきま した。
その一つの成果が、今回、大工原勇人 さんがまとめた授業報告、「目本語教育実践研
究(6)の 文法授業で学んだ こと」です。
特に、早稲 田大学 日本語研究教育セ ンターで開発 してきた文法教科書、『日本語文法
6』(試1乍版)を 使用 して、実習クラスの授 業中に導入 したr機 能文型」については・
受講者 も、試行錯誤を繰 り返 しつつ、い くつかの発見 と成果 を上げてきた と思 います。
学習者 の機能文型習得上の問題点 を解決す るための一方法 として、 〈例文一 実例一 練
習>と い う三段階 の学習活動を教師の的確 な発問によって展開す る授業の実践や、宿
題 の例文 作成の誤用表現の添削等 を通 して、学習者 の自発的な文法意識 と日本語の伝
達能力の育成 を実現 し得 たことは、一つの大きな成果だった とい えるで しょ う。
日本語のr文 法教育」に関する課題 は、今 なお山積 していますが・今後 も・機能文
型に関す るデー タの収集 と記述 とを継続 し、 日本語の表現 ・理 解力 を養 うための文法
教材の開発 とその効果的な教授法の工夫を進 めてい くことが大いに期待 され ます。
(サクマ マユ ミ・日本語教育研究科教授)
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